◆森壮也・山形辰史「フィリピン農村部における障害者の生計—都市部との比較から」
■報告要旨（2,000字以内）［註、文献、図表等も含む］
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　報告者たちは、ここ数年来、「障害と開発」という障害学と開発学の双方のアプローチの助けを借りた新しい領域で仕事をしてきている（森､2008）。2009年第6回障害学会では、2008年にフィリピンのマニラ首都圏でJETROアジア経済研究所が現地の開発研究機関PIDSと合同で行った調査を元に「障害当事者の調査員参加によるフィリピン・マニラ首都圏の障害者の生計調査」の報告を行ったが、その成果の一部は、森(2010)にまとめられた。同調査では、大きな結論として、1)（いくつかの留保条件はあるものの）標本障害者の貧困の広さ、深さ、深刻さは、非障害者のそれらをかなり上回っている。2)教育と所得は強く相関し、父親の教育水準は子どもの教育水準に引き継がれる傾向にある。3)個人属性、家族属性、環境要因、および所得と教育の間の内生性を考慮に入れても、女性障害者は男性障害者に比べて教育水準が低い傾向にある、という三つが得られた。

本報告は、この前回の調査をベースに、2010年にルソン島南部の農村部における障害者の生計調査を東京大学経済学部READプロジェクトの支援を得て、現地の開発研究所と合同で行った（図１）成果の中間報告である。 2008年の調査は、共和国政府、地方自治体といった政治システムからの支援、組織化された障害当事者団体など、障害当事者たちが利用できる社会的リソースが比較的豊富な都市部での調査であった。これに対し、農村部では、障害者たちが通える学校も少なく、利用できる社会的リソースもほとんどない。現地地方自治体も障害者の生活実態についての調査データもほとんど有しておらず、どのような支援が必要であるのかといったことについても、理解も不十分な状況であった。こうした状況での障害当事者の生計について、本調査は、農村部での調査としては非常に珍しい包括性をもって経済生活の把握を目指した。調査の[image: image3.png]mAZE
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図 3　フィリピンのある農村部における障害者の仕事の分布

(N=106、単位：%)
結果、都市部と比べて想像通りではあるが、農村部の障害者の学歴構造は、非常に低く、そのことが職業選択にも大きな影響を及ぼしていることが明らかとなった。また職業選択の範囲も都市部とは異なっており、そのことが障害当事者たちの生活を支える労働の状況や賃金構造にも影響を及ぼしていた（図2、図3）。特に盲人の場合には、都市部の盲人の高所得層の主体であったマッサージが、農村部ではほとんどまったくと言っていいほど、観察されず、盲人の所得の分布パターンを変えていた。
前回の調査同様、今回の調査も障害当事者団体からのアドヴァイザー、現地の障害当事者の調査員を雇用しての調査など、障害当事者の視点を重視したものとなっている。そうした障害学的なアプローチが、開発学に対して行うことのできた貢献、また、途上国でも特に農村部の障害者という途上国に典型的な生活状況の中にひる障害当事者たちの支援で求められるものについての提案などを本報告では、提起したい。
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図 � SEQ 図 \* ARABIC �2�　フィリピンのある農村部における障害者の最終学歴(N=106、単位：人)
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